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障害 児 臨 床 家 の育 ったみ ちの り

はやいもので、淑徳大の研究施設で障害幼児

の臨床に携わるようになって二十一年たった。

現象学的精神病理学というオリエンテTシ ョン

をもつ心理臨床家としてスタートした筆者にとっ

ては、当初障害児とおもうようにはかかわれな

い自分に、もどかしさを感じることも少なくな

かった。その頃は当然、遊戯療法を武器として

アプローチを試みていたのだが、『あそべる』

ことを前提にした遊戯療法が、フラフラしてい

たり、常同行動の多い、障害の重い『あそべな

い』子どもに、かかわりあうことは難しかった。

もちろん、彼らが示してくれる常同行動やパニッ

ク、日への固着、もの投げなどの、臨床的発達

的意味づけなど、わかるはずもなかった。

ところが、興味深いことに、自由あそびの場

面よりも、やや構造がある音楽療法場面や、教

具を用いたモンテッソーリ法の場面の方が、関

係がはるかにとりやすく、常同行動をはじめ問

題行動の出現も少ない子どもがいることに気づ

いた。自由あそびが最も子どもとかかわりやす

いと信じきっていた筆者にとっては、いささか

ショッキングなことであった。

以来十年以上ひたすら、千点を越す教具・遊

具づくりとその発達的な検討に励んだのだが、

障害の重い子どもとも、かなり係わりがとりや

すくなったことは事実である。同時に、教具開

発が、障害児の対人・対物関係の初期発達を押

さえるのに大変貢献した。

教具や場面構成という物的環境が発達的に整

備されるにつれて、セラピストがいかにかかわ

宇 佐 川   浩

るかという、臨床家としての資質が気になりだ

した。そこで学生セラピストの臨床訓練に関す

る研究を六年ほど精力的に行った。心理臨床は

伝統的にセラピストの係わり方を中心に検討を

すすめるのだが、障害児臨床では、子どもの物

的環境の発達的検討抜きに、セラピストの係わ

りが論じにくいということも、十年以上たって

やっと自覚できたことである。

この物的環境、人的環境の整備がすすむにつ

れで、子どもをみる眼は少しずつではあるが確

かなものへと育っていった。さまざまな問題行

動も臨床的に意味があり、子どもの発達過程の

中で位置づけられるものであるということも、

はっきりと理解できた。また障害児の対人関係

の発達と認知的な発達とが本来的に別々なもの

ではなく、統一的に理解していくべき重要な視

点であることもわかった。

ここにきて臨床家になりたての頃、最も大切

にしたいと願っていた『自我を育てていく』と

いう意味が、臨床実践のなかで、ようやくはっ

きりしてきた。すなわち、物的環境も人的環境

も整備しつつ、トータルな発達的視点を構築す

ることによってはじめて、障害児の自我発達を

考えることが可能になったのである。初志のお

もいが貫徹できたよろこびは、実に淑徳で十六

年の臨床が経過した後だった。

(淑徳大学助教授 )
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社
会
福
祉
施
設
の
経
営
に
関
わ
っ
て

か
ら
行
政
の
人
た
ち
と
接
触
す
る
機
会

を
た
く
さ
ん
持

っ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ

の
二
十
年
間
で
行
政
の
人
た
ち
の
考
え

方
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。
民
間
社
会
福
祉
に
関
わ
る
行
政
の

態
度
は
、
基
本
的
に
は
理
解
し
援
助
し

て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ

る
が
、
時
折
背
筋
が
ぞ
く
ぞ
く
し
て
く

る
よ
う
な
冷
た
い
悪
意
に
満
ち
た
態
度

に
出
会
う
事
が
あ
る
。
要
す
る
に
お
か

み
の
金
で
成
り
立

っ
て
い
る
仕
事
に
も

関
わ
ら
ず
そ
れ
を
私
服
を
肥
や
し
て
い

る
に
違
い
な
い
と
言
う
猜
疑
心
で
見
て

い
る
目
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ

る
。
行
政
か
ら
み
る
と
、
施
設
長
を
始

め
と
し
て
職
員
の
す
べ
て
が
措
置
費
と

い
う
財
源
に
よ
っ
て
生
計
を
営
ん
で
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
経
営
努
力
を

す
べ
き
で
あ
る
民
間
な
ど
と
言
え
な
い

「
親
方
日
の
丸
根
性
」
で
は
な
い
の
か

と
言
う
の
で
あ
る
。
理
事
長
が
施
設
長

を
兼
ね
て
い
る
小
規
模
法
人
な
ど
は
、

特
に
風
当
た
り
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
猜
疑
心

を
持
ち
な
が
ら
も
民
間
社
会
福
祉
法
人

を
野
放
し
に
し
て
お
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
真
剣
に
考
え
て
く
れ
る
行
政

や
学
界
の
人
た
ち
が
案
外
少
な
い
の
に

は
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
特

徴
と
も
言
う
べ
き
公
費
に
よ
っ
て
成
り

立

っ
て
い
る
民
間
社
会
福
祉
事
業
の
特

質
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
行
か
な
い
限
り
民
間
社

会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
人
に
明
る
い

気
持
ち
が
み
ら
れ
な
い
と
も
思
う
の
で

あ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に

か
つ
て
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
な
ん
た

る
か
を
心
得
ず
に
こ
そ
こ
そ
し
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
与
え
た
り
、
希
で
は
あ

る
が
け
し
か
ら
ぬ
私
服
を
肥
や
す

（肥

や
す
ほ
ど
の
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
と
思
う
の
だ
が
）
よ
う
な
不
祥
事
も

の
監
督
下
に
お
く
か
ら
公
費
を
導
入
で

き
る
と
い
う

い
わ
ゆ
る

「
逆
理
論
構

成
」で
措
置
費
制
度
を
作
っ
た
と
い
つ
行

政
の
決
断
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
関
わ
る
日
本

政
府
の
姿
勢
が
示
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
言
う
ま
で
も
な
く
措
置
費
は
、
児

童
福
祉
法
及
び
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
に

基
づ
き
、
措
置
主
体
が
要
保
護
児
童
等

を
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
等
の
行
政

処
分
を
行
っ
た
場
合
の
、
措
置
に
要
す

る
費
用
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
措
置
費
は
、

民
間
委
託
と
に
分
け
て
行
う
事
に
し
た

の
で
あ
る
。
さ
て
民
間
に
対
す
る
事
業

委
託
と
直
営
の
施
設
経
営
と
を
そ
の
後

の
五
十
年
の
歳
月
の
経
過
の
中
で
比
較

し
た
場
合
ど
の
よ
う
に
考
）え
た
ら
良
い

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
お
お
か
た

の
意
見
は
、
こ
れ
か
ら
は
更
な
る

「
民

活
」
し
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

今
日
の
社
会
福
祉
情
勢
は
、
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

特
に
従
来
の
貨
幣
的
の
救
貧
的
な
福
祉

観
か
ら
、
非
貨
幣
的
な
文
化
的
福
祉
観

へ
と
転
換
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

こ
れ
か
ら
の
民
主
社
会
の
成
熟
に
か
か

わ
る
多
様
な
福
祉
需
要
へ
の
対
応
へ
公

権
力
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
く
か

が
政
策
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
よ
う
な
監
査
姿

勢
で
は
、
こ
の
時
代
要
請
に
乗
り
切
れ

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
民
間
施
設
も
、

従
来
の
よ
う
な
表
面
的
な
形
態
重
視
の

監
査
対
応
姿
勢
で
は
、
社
会
福
祉

へ
の

自
主
的
な
先
駆
性
や
開
拓
性
を
示
す
事

が
出
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お

そ
ら
く
こ
れ
か
ら
社
会
福
祉
法
人
の
自

主
財
源
の
調
達
や
新
し
い
委
託
事
業
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
べ
く
全
社

会
福
祉
法
人
は
職
員
を
教
育
し
て
、
福

祉
へ
の
対
応
の
幅
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
事
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

施
設
経
営

の
創
造
性

（そ
の
十
六
）

石

井

哲

夫

あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の

よ
う
な
行
政
の
猜
疑
心
が
専
ら
監
査
に

現
れ
て
き
て
細
か
い
基
準
は
ず
れ
に
つ

い
て
行
政
が
め
く
じ
ら
を
た
て
る
よ
う

な
傾
向
が
助
長
さ
れ
て
き
て
し
ま
っ
た

の
が
大
問
題
な
の
で
あ
る
。

か
つ
て
以
下
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ

た
こ
と
を
重
要
視
し
た
い
。

措
置
費
制
度
の
開
始
時
に
お
い
て
、

占
領
軍
の
指
導
が
あ
っ
た
と
い
う
憲
法

第
八
十
九
条
に
よ
り
国
費
を
持

っ
て
民

間
社
会
事
業
の
助
成
が
禁
じ
ら
れ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
事
業
を
行
う

民
間
施
設
を
社
会
福
祉
法
人
と
い
つ
公

的
性
格
の
運
営
体
に
し
て
、
こ
れ
を
国

）

施
設
側
に
と
っ
て
は
、
別
に
国
が
定
め

た
最
低
施
設
基
準
を
維
持
す
る
施
設
の

運
用
費
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
民

間
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
は
、
国
か
ら

の
措
置
費
に
全
面
的
に
依
存
せ
ざ
る
を

得
な
い
構
図
と
な
り
今
日
に
至

っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
時
か
ら
日
本
の
民
間
社

会
事
業
は
公
的
な
社
会
福
祉
制
度
に
組

み
込
ま
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
国
の
民

間
社
会
事
業
に
対
す
る
信
頼
関
係
の
出

発
点
が
作
ら
れ
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
国
が
、
国
の
責
任
で
行
う
べ
き

社
会
福
祉
施
設
を
直
営
の
公
立
施
設
と

）
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赤

塚

福

祉

園

の

開

園

赤
塚
福
祉
園
は
、
嬉
泉
が
板
橋
区
か

ら
管
理

・
運
営
を
委
託
さ
れ
た
事
業
で
、

同
様
の
施
設
と
し
て
、
高
島
平
五
丁
目

福
祉
園

（平
成
二
年
開
園
）
に
次
ぐ
二

番
目
の
施
設
で
す
。
去
る
、
二
月
二
九

日
、東
京
都
障
害
福
祉
課
課
長
・板
橋
区

長
・区
議
会
議
長
。町
内
会
長
・地
域
の
方

々
・
保
護
者
等
多
数
の
ご
来
賓
の
出
席

を
戴
き
、
賑
々
し
く
も
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
で
開
園
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
園
に
は
以
下
の
様
な
施
設
が
あ

り
ま
す
。
①
程
度
の
重
い
心
身
障
害
者

に
対
し
て
、
そ
の
心
身
の
発
達
を
促
進

し
、
社
会
生
活
能
力
を
開
発
す
る
為
に

必
要
な
指
導
を
行
う

『
心
身
障
害
者
生

活
実
習
所
』
（定
員
四
〇
名
）、
②
精
神

薄
弱
者
で
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な

人
を
通
所
さ
せ
、
必
要
な
訓
練

・
指
導

を
行
い
、
且
つ
、
職
業
を
与
え
て
自
活

昔
同

嶺

茂

で
き
る
人
に
は
自
活
へ
の
，
り
そ
行
い
、

自
活
の
困
難
な
人
に
は
福
祉
的
就
労

（＝

作
業
）
の
場
を
確
保
し
、　
一
人
の
人
と

し
て
の
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
援
助
す
る

『精
神
薄
弱
者
授
産

）

施
設
』
（定
員

一
〇
名
）、
③
就
労
又
は

授
産
施
設
等
に
通
所
し
て
い
る
精
神
薄

弱
者
に
対
し
、
生
活
の
場
を
提
供
し
、

地
域
社
会
で
の
自
立
生
活
を
援
助
す
る

と
と
も
に
、
在
宅
の
心
身
障
害
者
を
緊

急
時
に
於
い
て
、　
一
時
的
に
保
護
し
介

護
す
る

『生
活
ホ
ー
ム
』
（
定
員
六
名

緊
急
保
護
二
名
）
等
の
施
設
で
す
。
尚
、

緊
急

一
時
保
護
は
、
今
年
の
六
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

さ
て
、
動
き
出
し
た
福
祉
園
で
の
生

活
を
紹
介
す
る
と
、
「
生
活
実
習
所
」

で
は
、
利
用
者
は
昨
年
ま
で
五
丁
目
福

祉
園
で
継
続
的
援
助
が
行
な
わ
れ
た
人

た
ち
で
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
生
活

も
比
較
的
容
易
に
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
個
々
に
、

食
事

・
排
泄

ｏ
歩
行
等
の
日
常
動
作
の

介
助
は
も
と
よ
り
、
人
間
関
係
の
拡
大

と
向
上
、
自
発
的
活
動
の
強
化
を
図
る

為
の
個
別
的
関
わ
り
、
個
々
の
特
性

・

能
力
に
適
し
た
作
業
や
創
作
活
動
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
体
操
を
取
り
入
れ
た
活
動
等
を
進

め
、
園
で
の
生
活
リ
ズ
ム
作
り
、
健
康

の
増
進
、
日
常
生
活
の
自
立
、
能
力
開

発
等
を
目
標
に
行
な
わ
れ
、
「
授
産
施

設
」
に
於
い
て
は
、
現
在
施
設
内
清
掃
、

給
食
配
膳
の
手
伝
い
等
の
仕
事
を

″生

活
改
善
課
題
″
と
し
て
位
置
づ
け
て
、

作
業
を
行
な
っ
た
り
、
陶
芸

・
機
織
り

等
の
場
面
を
通
し
て
、
作
業
意
欲
の
動

機
づ
け
を
図
る
等
の
活
動
を
行
な

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
生
活
ホ
ー
ム
」
で

は
、
区
内
の
福
祉
作
業
所
や

一
般
企
業

等
に
働
き
な
が
ら
、
世
話
人
の
手
助
け

を
受
け
て
生
活
面
や
金
銭
面
で
の
自
活

を
目
指
ｔ
、
現
在
、
食
事
の
準
備
、
掃

除
、
花
の
水
や
り
等
の
様
々
な
担
当
を

決
め
て
、
楽
し
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
園
長
以
下
新
し
く
加
わ
っ

た
職
員
が

一
致
団
結
し
、
赤
塚
福
祉
園

を
ご
家
庭
や
地
域
の
方
々
に
開
か
れ
た

園
と
し
て
、
行
政
か
ら
の
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
活
動
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（赤
塚
福
祉
園
指
導
主
任
）

須藤福祉セン

ター各事業所
からの報告福 祉 園 外 観
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（
ご
寄
付
を

い
た
だ

い
た
方
）

平
成
四
年
度

（平
成
四
年
四
月
よ
り

平
成
五
年
二
月
）
世
田
谷
区
及
び
袖
ケ

浦
の
本
部
、
事
業
所
に
金
品
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
な
お
、

年
二
回
の
バ
ザ
ー
開
催
に
際
し
て
は
、

多
大
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
か
ご
了
承

下
さ
い
。
（順
不
同
）

宮
内
章
様
、
木
戸
チ
ナ
様
、
中
西
健

一
様
、
吉
賀
敏
郎
様
、
岡
庭
博
様
、
福

原
真
智
子
様
、
瑞
穂
工
業
技
術
研
究
所

様
、
武
井
工
務
店
様
、
秋
山
家
御
交
誼

の
皆
様
、
村
田
堅

一
様
、
ひ
か
り
の
学

園
共
済
会
様
、
二
木
俊
彦
様
、
竹
内
靖

夫
様
、
黒
林
正
様
、
日
本
ニ
ュ
ク
リ
ア
・

フ
ュ
エ
ル
様
、
秋
山
信
靖
様
、
村
岡
精

一
様
、
原
京
子
様
、
吉
田
瀧
太
郎
様
、

吉
田
き
く
様
、
鈴
木
豊
子
様
、
伊
藤
温

様
、
吉
原
勝
彦
様
、
片
桐

〓
半
様
、
山

岸
敏
男
様
、
東
洋
英
和
女
学
園
短
期
大

を
言
不
教
部
様
、
日
本
女
子
体
育
短
期
大

学
保
育
科

一
同
様
、
千
歳
丘
教
会
様
、

端
数
倶
楽
部
様
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株

式
会
社
様
、
内
藤
喜
久
子
様
、
持
田
真

二
郎
様
、
市
川
す
み
様
、
高
田
昇

一
様
、

時
永
康
男
様
、
水
島
恭
子
様
、
田
村
匡

様
、
ひ
か
り
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
代
表

工
藤
鎮
子
様
、
斉
藤
穂
様
、
嬉
泉
後
援

会
様
、
出
口
晴
三
様
、
武
藤
昭
子
様
、

ム
ト
ウ
コ
ー
ポ
様
、
フ
ロ
プ
シ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
様
、
日
立
親
切
会
様
、
世
田
谷

区
様
。

☆
袖

ケ
浦
地
域
協
力
者

昨
年
度
の
袖
ケ
浦
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
、
利
用
者
の
雇
用
や
実

習
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
事
業
所
、

ま
た
、
日
常
的
に

「
の
び
ろ
パ
ン
」
等

の
師
雀
冗
に
協
力
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
、

養
鶏

・
牧
場
作
業
に
無
償
で
野
菜
や
貝

殻
等
を
提
供
下
さ
る
方
々
、
毎
日
の
買

物
指
導
や
週
末
帰
宅
の
際
に
ご
協
力
下

さ
っ
て
い
る
方
々
あ
る
い
は
地
域
で
の

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
誘
い
く
だ
さ
っ

た
り
、
そ
の
他
様
々
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
で
す
。
（
順
不

同
）
帥
富
士
住
建
様
、
ス
ー
パ
ー
し
ん
め
い

様
、
ビ
ジ
ネ
ス
旅
館
長
浦
様
、
特
老
袖

ケ
浦
菜
の
花
苑
様
、
春
日
裕
様
、
手
作

リ
ケ
ー
キ
の
店
ポ
ニ
ー
様
、
古
川
皮
膚

科
医
院
様
、
東
京
電
力
労
組
青
年
部
様
、

河
村
義
昭
様
、
袖
ケ
浦
市
社
会
福
祉
協

議
会
様
、
Ｊ
Ａ
長
浦
支
店
様
、
同
根
形

支
店
様
、
特
老
サ
ニ
ー
ヒ
ル
様
、
シ
マ

ム
ラ
文
具
店
様
、
主
婦
の
店
さ
つ
き
台

店
様
、
黒
木
照
子
様
、
新
谷
多
恵
子
様
、

加
藤
義
明
様
、
池
田
久
司
様
、
比
和
野

京
子
様
、
井
村
ま
す
み
様
、
明
峯
和
子

様
、
提
橋
元
子
様
、
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー

フ
ォ
ト
イ
マ
ゼ
キ
渡
辺
様

・
山
本
様
、

い
そ
の
文
具
店
様

（店
頭
の
八
百
屋
の

お
じ
さ
ん
）
、
シ
パ
サ
キ
建
設
様
、
野

里
公
文
塾
土
屋
様
、
一彊
軍
台
堡
亘
所
様
、

根
形
保
育
所
様
、
久
保
田
保
育
所
様
、

袖
ケ
浦
市
財
政
課
様
、
同
健
康
管
理
課

様
、
同
生
活
環
境
課
様
、
同
保
健
セ
ン

タ
ー
様
、
同
広
報
課
様
、
千
葉
興
業
銀

行
袖
ケ
浦
支
店
様
、
三
育
フ
ー
ヅ
様
、

斉
藤
と
も
子
様
、
三
浦
ト
ヨ
子
様
、
松

崎
き
み
子
様
、
と
ん
か

つ
不
二
亭
様
、

東
京
ガ
ス
木
更
津
営
業
所
様
、
袖
ケ
浦

市
民
会
館
様
、
根
形
公
民
館
様
、
平
川

行
政
セ
ン
タ
ー
様
、
平
岡
公
民
館
様
ヽ

長
浦
公
民
館
様
、
袖
ケ
浦
郷
土
博
物
館

）

様
、
長
浦
駅
様
、
袖
ケ
浦
市
消
防
本
部

様
、
鍋
島
金
物
店
様
、
村
山
ダ
ク
ト
製

作
所
様
、
袖
ケ
浦
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

様
、
平
岡
公
民
館
図
書
室
白
鳥
様
、
秋

元
カ
ク
様
、
富
士
食
堂
様
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ

プ
長
浦
店
様
、
花
川
金
物
店
様
、
保
坂

石
油
様
、
県
立
袖
ケ
浦
高
校
様
、
松
本

一
男
様
、
渡
辺
義

一
様
、
黒
川
孝
男
様
、

仲
田
由
夫
様
、
平
野
米
穀
店
様
、
カ
ネ

サ
カ
水
産
様
、
大
橋
屋
豆
腐
店
様
、
昭

和
中
学
校
様
、
袖
ケ
浦
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

セ
ン
タ
ー
様
、
ダ
ス
キ
ン
袖
ケ
浦
店
様
、

神
崎
製
紙
様
、
日
本
道
路
公
団
習
志
野

パ
ー
キ
ン
グ
の
皆
様
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
袖
ケ
浦
店
様
、
袖
ケ
浦
駅
キ
オ
ス
ク

様
、
遠
藤
隆
吉
様
、
君
津
袖
ケ
浦
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
様
。

袖
ケ
浦
の
就
労
事
業
所

（そ
の

一
）

現
在
、
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
の
利

用
者
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
住
人
が
、

四
カ
所
の
事
業
所
へ
一
〇
名
前
後
パ
ー

ト
タ
イ
ム
就
労
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
日
々
の
ご
協
力
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
そ
れ
ら
の
事
業
所
の
ご
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
約

六
年
間
袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
に
お
い

て
、
利
用
者
の
社
会
参
加
と
地
域
と
の

交
流
を
担
当
し
、
直
接
に
そ
れ
ら
を
開

皆

々
様

に
支

え

ら

れ

て
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拓
し
関
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
執
筆
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
。

あ
り
て
い
に
言
っ
て
、
学
園
の
立
地

条
件
は
社
会
参
加
を
進
め
る
の
に
は
最

悪
で
す
。
学
園
は
町
か
ら
遠
く
は
な
れ

た
丘
陵
地
帯
に
あ
り
、
町
は
人
口
が
少

な
く
、
開
発
さ
れ
た
新
興
の
住
宅
団
地

と
昔
な
が
ら
の
田
園
地
帯
、
そ
の

一
方

で
海
岸
地
域
は
広
大
に
埋
め
立
て
ら
れ

大
企
業
の
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。
何
し
ろ
車
を
使
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
始
め
た
の
が
焼
芋

と
パ
ン
の
出
前
巡
回
販
売
で
し
た
。
人

が
集
ま
る
の
は
ス
ー
パ
ー
か
銀
行
と
駅

そ
し
て
市
役
所
。
そ
こ
で
店
頭
販
売
の

形
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
販
売
か
ら

育

っ
て
き
た
人
を
主
体
に
職
場
実
習
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

職
場
開
拓
で
私
た
ち
の
求
め
る
こ
と

は
、
第

一
に

「好
意
的
な
理
解
者
」
を

得
る
こ
と
で
す
。
作
業
能
力
が
あ
る

一

定
水
準
に
達
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
や

み
く
も
に
能
力
を
生
か
せ
る
事
業
所
を

探
せ
ば
事
足
り
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

立
地
条
件
が
悪
い
上
に
理
想
も
高
い
の

で
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
事
業
所
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
時
間
を
か

け
、
あ
ら
ゆ
る
つ
て
を
た
ど
り
地
道
に

動
い
て
い
る
と
何
と
か
巡
り
会

っ
て
来

る
も
の
で
す
。

す
で
に
ご
本
人
達
が

「
ひ
か
り
の
タ

）

イ
ム
ス
」
で
た
び
た
び
紹
介
し
て
い
る

の
が
、

「富
士
住
建
」

「
ス
ー
パ
ー
し

ん
め
い
」
と

「旅
館
長
浦
」
で
す
。
今

回
は
紙
数
の
関
係
で

「
し
ん
め
い
」
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
こ
は

パ
ン
の
店
頭
販
売
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

て
、
社
長
に
率
直
に
相
談
を
か
け
ま
し

た
。
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
ひ
か
り
の
タ

イ
ム
ス
の
山
岸
君
。

「
こ
う
い
う
人
が

い
る
ん
だ
け
ど
店
で
働
か
せ
て
く
れ
な

い
か
。」
社
長
は
即
答

「
い
い
で
す
よ
。」

こ
ち
ら
は
拍
子
抜
け
と
い
う
か
驚
き
ま

し
た
。
何
し
ろ
お
互
い
初
対
面
で
本
人

と
も
逢
わ
ず
に
即
Ｏ
Ｋ
で
す
か
ら
。
社

長
曰
く

「
つ
ち
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
オ
ー

プ
ン
に
や
っ
て
い
る
。
従
業
員
だ

っ
て

皆
仲
間
同
士
と
思
っ
て
力
を
合
わ
せ
て

）

や
っ
て
い
る
。
先
生
、
自
閉
症
と
か
言
っ

て
も
同
じ
人
間
な
ん
だ
か
ら
や
る
気
さ

え
あ
れ
ば
お
互
い
工
夫
し
て
い
け
ば
何

と
か
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い

う
わ
け
で
す
。
こ
の
言
葉
、
「
自
閉
の

人
の
難
し
さ
を
知
ら
な
い
」
と
こ
ち
ら

が
思

っ
て
し
ま
わ
ず
、
ま
ず
は
言
葉
ど

う
り
に
受
け
止
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
社
長
の
人
柄
に
直
感
的
に
好

意
が
持
て
た
の
で
す
。
在
原
さ
ん
で
す
。

こ
の
時
か
ら
自
閉
の
人
の
特
徴
を
従
業

員
の
人
に
分
か
っ
て
も
ら
う
私
の
仕
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
方
、
山
岸
君
の
方
は
こ
の
話
を
持

ち
か
け
た
と
こ
ろ
断
わ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
大
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
断
わ
ら

れ
る
こ
と
は
不
覚
に
も
あ
ま
り
想
定
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
な
が

ら

「
選
択
的
作
業
指
導
」
を
理
念
と
し
、

本
人
の
自
発
性
や
意
欲
を
最
優
先
に
尊

重
し
て
い
ま
す
の
で
、
職
業
選
択
の
自

由
も
も
ち
ろ
ん
保
障
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
何
回
か
話
し
あ

っ
て
も
山
岸

君
の
考
え
は
変
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
考
え
に
考
え
た
末
、
「
社
会
に
は

出
た
く
な
い
」
と
か
ね
て
言

っ
て
い
た

市
川
君
に
持
ち
か
け
ま
し
た
。
案
の
定

か
な
り
抵
抗
を
受
け
ま
し
た
。
作
業
能

力
は
高
い
の
で
す
が
独
特
の
対
人
恐
怖

の
こ
だ
わ
り
が
強
い
の
で
す
。
し
か
し
、

お
金
が
も
ら
え
る
こ
と
、
倉
庫
の
仕
事

だ
け
に
し
て
人
に
は
逢
わ
な
い
よ
う
に

す
る
、
と
い
う
条
件
で
折
り
合
い
が
つ

き
ま
し
た
。

直
接
市
川
君
を
世
話
し
て
く
れ
る
の

は
、
今
の
店
長
、
社
長
の
息
子
さ
ん
で

す
。
若
い
方
で
す
が
相
当
の
働
き
者
で
、

朝
行
っ
て
も
夜
に
行

っ
て
も
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
お
店
の
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を

こ
な
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
を
見
て
い

る
と
福
祉
の
現
場
は
き
つ
い
な
ど
と
い

え
ま
せ
ん
。
店
員
の
出
入
り
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
拝
見
し
て
い
る
と

「ち
ょ
っ

と
あ
や
し
い
な
」
と
見
え
る
若
者
を
何

人
も
引
き
受
け
て
時
間
を
か
け
て

一
人

前
に
し
て
行
っ
て
ま
す
。
「
人
そ
れ
ぞ

れ
に
い
ろ
ん
な
事
情
が
あ
り
ま
し
て
ね
。

で
も
な
ぜ
か
私
は
あ
あ
言
う
半
端
な
連

中
と
気
が
合
う
み
た
い
で
す
。
市
川
君

に
も
い
ろ
い
ろ
妙
な
癖
や
こ
だ
わ
り
が

あ
る
け
ど
、
こ
う
い
う
人
は
あ
せ
ら
ず

に
長
い
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
育
て

て
行
き
ま
し
ょ
う
よ
、
先
生
。
な
ん
と

か
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
。
」
と
言

っ
て

く
れ
る
の
で
す
。
有
難
い
こ
と
で
す
し
、

逆
に
こ
ち
ら
が
教
わ
り
ま
す
。
昨
年
二

年
目
に
入
り
仕
事
ぶ
り
を
評
価
し
て
く

れ
て
時
給
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
彼
の
人
へ
の
こ
だ
わ
り
も
随
分

と
和
ら
い
で
来
て
い
ま
す
。

（袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園
　
友
田
　
篤
）
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〈子
ど
も
の
生
活
研
究
所
〉

鯉
の
ぼ
り
会

子
ど
も
の
生
活
研
究
所
で
は
四
月
二

三
日

「
鯉
の
ぼ
り
〈
置

を
催
し
ま
し
た
。

前
日
は
強
い
雨
、
当
日
も
す

っ
き
り

し
な
い
空
模
様
。
そ
れ
が
会
が
始
ま
る

と
同
時
に
太
陽
が
顔
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
年
の
石
井
所
長
の
お
話
は
、
鯉
の

ぼ
り
の
由
来
に
つ
い
て
。
と
て
も
分
か

り
や
す
く
話
さ
れ
、
小
さ
い
組
の
子
ど

も
も
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て
ま
す
。

大
き
い
組
の
子
ど
も
に
至

っ
て
は
、
質

問
や
感
嘆
の
声
が
途
切
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。さ
て
、
お
待
ち
か
ね
の
鯉
上
げ
で
す
。

み
ん
な
が
み
ん
な
綱
を
曳
き
た
く
て
ウ

ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
組
ご

と
に
曳
く
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
鯉
た

ち
は
上
が

っ
た
り
下
が

っ
た
り
。
そ
の

度
毎
に
拍
手
と
大
き
な
歓
声
が
庭
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。
し
か
し

「
泳
が
な

い
ね
ぇ
」
と

つ
ぶ
や
く
声
。
と
、
そ
の

時

一
陣
の
風
が
吹
き
、
鯉
た
ち
は

一
瞬

ふ
わ
っ
と
舞
い
上
が

っ
た
の
で
す
。
駆

け
寄

っ
て
触
ろ
う
と
跳
ね
る
男
の
子
た

ち
、
「
キ
ャ
ー
」
と
喜
ぶ
女
の
子
た
ち
。

ひ
た
す
ら
柏
餅
を
ほ
お
ば
る
ぞ
う
組
さ

ん
た
ち
。
と
て
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
会

で
し
た
。
　
　
　
　
　
（水
下
明
美
）

め

ば

え

卒

園

式

に

つ

い

て

め
ば
え
学
園
の
卒
園
式
で
は
、
卒
園

証
書
の
代
わ
り
に
職
員
手
作
り
の
ア
ル

バ
ム
を
贈
呈
し
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
開
く

と
、
お
気
に
入
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

マ
ー
ク
、
電
車
や
食
べ
物
な
ど
、
そ
の

お
子
さ
ん
が
大
好
き
な
物
の
絵
と
共
に
、

思
い
出
の
写
真
や
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
所
狭
し
と
な
ら
ん
で
い
ま
す
。
毎

年

「今
年
は
あ
ま
り
凝
り
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
」
と
思
う
も
の
の
、　
一
旦

作
成
に
取
り
掛
か
る
と
、
つ
い

「
こ
れ

も
載
せ
た
い
」
「
あ
れ
も
描
こ
う
」
と
、

い
つ
の
間
に
か
盛
り
沢
山
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
表
紙
の
題
字
は
、
石
井
所

長
に
書
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

）

年
は

『明
る
む

（
あ
か
る
む
と

に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
ア
ル
バ
ム
の
授
与
も
無
事
済
ん

で
、
式
も
終
り
に
近
付
い
た
こ
ろ
、
あ

る
お
母
さ
ん
が

「自
分
は
こ
こ
で
、
こ

の
子
の
愛
し
方
を
教
わ

っ
た
」
と
い
う

内
容
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
こ
の

一
年
間
を
振
り
返
り
、

来
年
も
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
自
分

に
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
こ
う

と
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
思
い
が
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（柏
木
理
江
）

〈
袖

ケ
浦
〉

画
家
竹
田
鎮
二
郎

夫
妻
の
来
園）

四
月
二

一
～
三
二
日
、
メ
キ
シ
ョ
在

住
の
画
家
竹
田
ご
夫
妻
が
袖
ケ
浦
に
来

園
し
ま
し
た
。
竹
田
先
生
は
、
メ
キ
シ

ヨ
在
住
三
〇
年
余
り
に
及
び
、
オ
ア
ハ

カ
と
い
う
純
血
の
イ
ン
デ
ィ
オ
が
多
く

暮
ら
す
町
で
、
イ
ン
デ
イ
オ
と
共
に
長

い
問
生
活
し
な
が
ら
芸
術
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
、
メ
キ
シ
ョ
政
府
を
は
じ
め

数
多
く
の
賞
を
受
け
、
芸
術
大
学
で
は
、

学
生
の
指
導
も
長
年
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
は
、
石
井
所
長
が
以
前
か

ら
、
竹
田
先
生
の
絵
に
魅
か
れ
る
も
の

が
あ
り
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
六
年

前
、
国
際
協
力
事
業
団

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

ょ
リ
メ
キ
シ
ョ
の
自
閉
症
治
療
教
育
の

指
導
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
折
り
に
親

し
く
交
際
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
本
年
二
月
に
は
、
日
本
社
会
事
業
大

学
よ
り
再
び
メ
キ
シ
ョ
に
派
遣
さ
れ
、

オ
ア
ハ
カ
の
竹
田
先
生
の
ご
自
宅
を
訪

問
し
歓
待
を
受
け
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

今
回
の
来
園
の
主
た
る
目
的
は
、
学

園
に
壁
画
を
描
い
て
く
だ
き
る
こ
と
と

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
制
作
く
だ
さ
る
こ
と
、

さ
ら
に
今
後
展
開
す
る
の
は
、
袖
ケ
浦

ひ
か
り
の
学
園
の
利
用
者
の
飯
田
真
奈

子
さ
ん
の
父
上
が
先
般
亡
く
な
ら
れ
、

遺
言
で
長
浦
駅
前
の
土
地
建
物
を
学
園

に
寄
贈
く
だ
さ
り
、
そ
こ
を
学
園
の
文

化
と
メ
キ
シ
ョ
の
文
化
を
融
和
さ
せ
て

地
域
へ
と
発
信
し
、
地
域
交
流
と
利
用
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者
の
社
会
参
加
の
拠
点
と
す
る

「
文
化

交
流
の
家
」
構
想
に
も
ご
協
力
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
下
見
に

来
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

先
生
ご
夫
妻
は
、
秋
に
は
再
び
大
学

の
お
弟
子
さ
ん
達
を
連
れ
て
来
日
し
、

制
作
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
か
ら
心
踊
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

（友
田
　
篤
）

山
口
荒
野
君
か
ら
の
贈
物

ほ
ぼ

一
〇
年
、
私
た
ち
と
暮
し
を
共

に
し
た
山
口
荒
野
君
が
、
袖
ケ
浦
の
び

ろ
学
園
を
退
園
し
て
市
原
の

「
ふ
る
里

学
舎
」
へ
入
園
し
ま
し
た
。
先
日
ご
両

親
が
来
訪
、
思
い
が
け
ず
に
レ
ー
ザ
ー

）

カ
ラ
オ
ケ
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

荒
野
君
は
小
さ
い
と
き
か
ら
い
ろ
ん

な
マ
ー
ク
が
大
好
き
で
、
最
近
は

「
Ｔ

Ｏ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
」
や

「
浴
室
」
マ
ー
ク
に

凝

っ
て
い
て
、
お
家
か
ら
持
参
し
て
は

あ
ち
こ
ち
と
貼

っ
て
い
ま
し
た
。
「
ア
ッ

プ
リ
ケ
」
も
な
か
な
か
の
腕
で
し
た
。

そ
れ
に
音
楽
が
大
好
き
で
、
演
歌
か
ら

童
謡
、
結
婚
行
進
曲
ま
で
、
歌

っ
た
り

演
奏
し
て
く
れ
た
り
し
た
も
の
で
す
。

「
音
」
と
い
え
ば
、
よ
く
職
員
の
目
を

逃
れ
て

「非
常
ベ
ル
」
を
鳴
ら
し
て
し

ま
い
、
全
館
放
送
で

「
た
だ
今
の
非
常

ベ
ル
は
山
口
君
の
い
た
ず
ら
で
す
」
と

言
わ
れ
た
の
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
い
思
い

出
で
す
。

そ
ん
な
歌
好
き
で
明
る
い
荒
野
君
か

ら
贈
ら
れ
た
立
派
な
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

は
、
今
後
、
袖
ケ
浦
の
び
ろ
学
園
で
大

切
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

（板
垣
里
美
）

〈
高
島
平

ｏ
赤
塚
〉

ダ

ン

ス
セ

ラ
ピ

ー

土蛮
峰
蝉
饉
園
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
町
田
章

一
先
生
に
よ
る
ダ
ン
ス

セ
ラ
ピ
ー
が
、
赤
塚
、
高
島
平
五
丁
目

両
福
祉
園
の
職
員
や
、
利
用
者
を
対
象

と
し
て
、
毎
週

一
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

柔
軟
体
操
か
ら
始
ま
り
、
ペ
ン
ギ
ン
歩

き
、
向
か
い
合

っ
た
ら
ア
～
～
ア
～
～

）

ア
～
～
と
い
う
挨
拶
ら
し
い
変
わ
っ
た

動
き
で
全
身
の
力
を
抜
い
て
弛
緩
の
状

態
を
経
験
し
て
み
た
り
、　
一
対

一
や
グ

ル
ー
プ
で
の
模
倣
運
動
、
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
で
踊
り
続
け
る
創
作
の
世
界
に
浸
っ

て
み
た
り
と
、
様
々
な
動
き
の
中
で
お

互
い
の
ハ
ー
ト
を
通
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

町
田
先
生
の
男
性
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
し
な
や
か
な
動
き
に
は
常
に
目
を
奪

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
き
に
は
、
ラ
ン

バ
ダ
が
ホ
ー
ル
中
に
鳴
り
響
き
、
全
員

狂

っ
た
よ
う
に
踊
り
出
し
ま
す
。
ダ
ン

ス
セ
ラ
ピ
ー
に
、
皆
さ
ん
ヽ
気
軽
に
参

加
し
て
、
疲
れ
た
肉
体
を
十
分
に
労

っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
　
　
（白
石
雅

一
）

高
島
平
の
ひ
な
ま
つ
り

『部
屋
の
中
央
に
は
机
が
並
が
ら
れ
、

机
の
上
に
は
花
器
が
置
か
れ
て
い
る
。

花
器
の
横
に
は
桃
の
花
を
中
心
に
花
が

用
意
さ
れ
る
。
普
段
は
主
役
と
な
る
雛

人
形
は
、
部
屋
の
隅
に
飾
ら
れ
、
あ
ま

り
注
目
を
浴
び
る
こ
と
は
な
い
。
女
性

の
利
用
者
が
次
々
に
呼
ば
れ
、
男
性
利

ｍ星
，
都
菖
あ
目
奪
る
中
、
和
服
量
確
っ

た
女
性
職
員
に
援
助
さ
れ
な
が
ら
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
生
け
花
に
取
り
組
ん

で
行
く
。
流
れ
て
い
る
の
は
聞
き
慣
れ

た

「
ひ
な
祭
り
」
の
歌
で
は
な
く
、
静

か
な
琴
の
音
で
、　
一
般
的
な
ひ
な
祭
り

と
も
、
日
頃
の
指
導
の
騒
が
し
い
雰
囲

気
と
も
明
ら
か
に
異
質
な
空
気
が
そ
こ

に
は
あ
っ
た
。
皆
が
生
け
花
を
終
え
、

雛
人
形
の
回
り
に
飾

っ
た
後
で
、
今
度

は
女
性
職
員
に
よ
る
舞
い
が
披
露
さ
れ

る
。
急
ご
し
ら
え
で
は
あ
る
が
、
日
本

舞
踊
の
基
本
を
取
り
入
れ
、
女
性
の
立

ち
居
振
る
舞
い
の
美
し
さ
を
表
現
し
た

の
で
あ
る
。』

「女
性
と
し
て
の
優
し
さ
や
奥
ゆ
か

し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
。
そ
れ
が
ひ

な
祭
り
に
込
め
た
私
た
ち
の
願
い
で
し

た
。
日
頃
の
利
用
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

見
て
い
る
と
、
「
恥
ｔ
ら
い
」
と
い
っ

た
も
の
が
少
し
欠
け
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
身
な
り
ば
か
り
で
な
く
、

心
の
優
美
さ
、
淑
や
か
さ
を
、
生
け
花

や
舞
い
の
中
か
ら
感
じ
取

っ
て
ほ
し
い

と
考
え
た
の
で
す
。
　
　
（北
川
　
裕
）
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ひ
か
り
の
タ
イ
ム
ス

ひ
か
り
の
タ
イ
ム
ズ
は
、
嬉
泉
広
報
責
任
者
の
友
田
氏
が
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
で
、

利
用
者
の
山
岸
が
編
集
長
を
し
て
い
ま
す
。

の
び
ろ
販
売
担
当
　
根
岸
香

先
生
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

（根
岸
先
生
は
、
平
成
四
年
度
の
の
び

ろ
販
売
の
担
当
で
、
の
び
ろ
販
売
を
よ

く
知
っ
て
る
の
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。
）

イ

ン
タ

ビ

ュ
ア
ー

袖
ケ
浦
ひ
か
り
の
学
園
利
用
者
山
岸
　
裕

山
岸

「何
時
か
ら
、
何
時
ま
で
や
っ
て

い
ま
す
か
。
」

根
岸

「午
後
三
時
か
ら
六
時
ま
で
、
実

働
三
時
間
」

山
岸

「
ど
ん
な
商
品
を
売

っ
て
る
ん
で

す
か
。
」

根
岸

「火
曜
日
と
木
曜
日
が
、
野
菜
、

水
曜
日
と
金
曜
日
が
パ
ン
」

山
岸

「
野
菜
は
、
ど
う
い
う
の
を
売

っ

て
る
の
？
」

根
岸

「
の
び
ろ
で
取
れ
る
無
農
薬
野
菜

が
主
体
」

山
岸

「
ど
こ
で
売

っ
て
い
ま
す
か
。」

根
岸

「
野
菜
の
時
は
、
袖
ケ
浦
市
役
所

ロ
ビ
ー
、
パ
ン
の
時
は
ス
ー
パ
ー
し
ん

め
い
」
（地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ

ト
で
す
。
）

山
岸

「
お
客
さ
ん
の
反
応
は
。
」

根
岸

「市
役
所
の
人
は
利
用
者
に
よ
く

話
し
か
け
て
く
れ
る
。
し
ん
め
い
の
お

客
さ
ん
は
、
話
し
か
け
る
人
も
い
れ
ば
、

た
だ
通
り
す
が
り
で
見
る
人
も
い
る
。

無
添
加
の
パ
ン
・
ひ
か
り
の
卵
は
、

評
判
が
よ
く
売
れ
る
。
美
味
し
い
と
い

う
反
応
あ
り
手
応
え
が
あ
る
。
野
菜
は
、

固
定
客
が
つ
い
て
か
ら
、
よ
く
売
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
」

山
岸

「
メ
ン
バ
ー
は
。」

根
岸

「浅
野
君
、
山
口
君
、
穐
山
君
、

安
斎
君
、
平
岡
君
、
斎
藤
君
の
六
名
。

の
び
ろ
の
利
用
者
が
、
毎
日
日
変
わ

り
で
参
加
し
て
や
っ
て
い
た
。

ひ
か
り
の
か
ら
は
、
斎
藤
君
が
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
毎
日
や
っ
て
い
た
。
」

）

（昨
年
度
の
販
売
メ
ン
バ
ー
で
す
。
）

山
岸

「
利
用
者
の
総
括
は
？
」

根
岸

「
の
び
ろ
の
利
用
者
は
か
な
り
意

欲
的
だ
っ
た
。
斎
藤
君
は
会
計
を
や
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
意
欲
的
で
上
手
に

な
っ
た
。」

山
岸

「
の
び
ろ
販
売
の
総
括
は
？
」

根
岸

「
二
年
間
通
じ
て
利
用
者
の
人
と

外
に
出
て
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
楽
し

か
っ
た
。

中
で
見
せ
な
い
表
情
が
あ
る
時
、
こ

ち
ら
と
し
て
は
、
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
お
客
さ
ん
と
お
話
し
し
て
笑
っ

た
り
す
る
と
か
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
返
事

を
し
た
り
、
学
園
で
、
怒

っ
た
り
す
る

利
用
者
で
も
、
販
売
だ
と
我
慢
し
て
い

た
。
」
　
　
　
　
　
　
（根
岸
　
香
）

〈
編

集

後

記
〉

い
つ
も
編
集
し
て
思
う
の
は

一
方
通

行
で
、
読
者
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。

読
者
が
投
稿
を
し
て
感
想
を
ひ
か
り

の
タ
イ
ム
ズ
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
若
い
女
性
指
導
員
が
作
業

担
当
者
な
の
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま

し
た
。
感
じ
た
事
は
、
中
間
管
理
職
の

ひ
と
は
、
自
分
が
何
を
こ
の
場
で
、
言

い
た
の
か
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
。

若
い
女
性
職
員
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
仕
事
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
こ
ち

ら
が
つ
き
つ
め
た
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る

と
、
返
答
に
窮
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
コ
メ
ン
ト
も
、
異
な
る
。

微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
違
う
と
言
う
事

を
今
回
新
た
に
発
見
し
た
。
　

（山
岸
）
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